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345　　　 上皮性卵巣癌に 対す るp53遺伝子導人

とCDDP との 併用効果

346　　　上 皮性卵巣癌 の 初 回 治療時 に おける

CA125 の 推 移 と 予 後 　
一
対数値 を 用 い て の 検討
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〔目的】p53遺伝子欠損上皮性卵巣癌 に 対す るp53

遺伝子導入 とCDDP との 併用効果を知る こ と，

ζ方法】p53遺伝子完全欠損の L皮性卵巣癌SK −OV −

3細胞を SCID マ ウス 大腿音llに 移植 しs 研究対象とし

た．正常p53遣伝子を組み込んだ アデノウイル ス ベ

クタ
ー （AxCAp53 ）を作製 した，　 p53遺伝子単独導

入 （A 群），CDDP 単独投与 （B群），p53遺伝子と

CDDP との 併用 （C群）の 3群 （各群 n＝5）を設定

し，腫瘍の 増勉抑制率を比較 した．CDDP は

し5mg ！kgを腹腔内に投与 し，　 AxCAp53 は lxlov

PFUを腫瘍内 に 局注 した．そ の 後，腫瘍を摘出 し

て TUNEL 法とPCNA 染色を行い，　 Apoptotlc　indcxお

よびPCNA 陽性細胞比率を算出した，

【成績］移植卵巣癌モ デル に おける治療開始14H

後の 腫瘍増殖抑制率は，A 群で 184 ％，　 B群で 15．9

％，C 群 で 42．3％ で あり，　 p53遺伝子 とCDI ）P と の 併

用群 で 有意 に 高か っ た．Apoptotic　indexは，　 A群 で

16．4 ％，B群で 24．3％，　 C 群で 46．8％ で あり，併用群

で 高率 で あ っ た，．．．・
方，PCNA 陽性細胞比率は各群

ともに 4C｝％ 程度 で あり，差を認めなか っ た．

【結論］p53遺伝子欠損卵巣癌 モ デル に お い て ，

p53遺伝子導入 とCDDP との 併用 に よる腫瘍 の 増殖

抑制効果が 明らか とな っ た．

匚目 的］臨床実地 に お い て 上 皮性卵巣癌 の治療効果判

定 に腫瘍 マ
ー

カ
ー

と して 使用 して い る CA125 で は

あ る が 、 測定値 の 推移、特に初回 治療時 の変化が

予後 を 反映 し得 る もの か検討 を行 っ た ．

［方法］1987年か ら1996年ま で 当科 で 治療を行 っ た

ヒ皮性卵巣癌 の うち、他施設 で の既治療例、重複

癌癨例、他病死 例、CA125 測定不 i’分例 を除 い た

58例 （漿液性腺癌 30例、粘液姓腺Pt，　il例、明細胞

腺癌10例、類内膜腺癌5例、未分化癌 2例を対象と

し た。CA125 の 測定は治療前、そ し て 治療後は 1

ヶ 月毎を原則 と し た。CA125 の 測定値 は 絶 対 値 と

例数 の 間 で 正 規分布を示 さず、常用対数値化す る

こ と に よ り正 規 分布 を示 したた め 測定値 の 常用紺

数値 をもっ て 統 計処理 をお こな っ た。

「成績］臨床進行期 は 1期 20 例、 H期 7例、皿 期 2

例、玉〉期 6例あ っ た。年令は 23才か ら85才 で 平 均

50．5才 で あた。生存例は 42例、原病死例が 16例あ

り、病 歴 期 間 は 5ケ 月 か ら 5i ケ 月 で あ っ た tt

CA125 対 数平 均 値 は 治療前及び治療後 L　 2，3
，
6

，

12，24 ヶ 月す べ て の 時期 で 、生存群42 例（2．54，

1．91，1．44，　1．27，　1．05，0．99，　1。11）｝ま歹Eピ：群 16｛列

（3．06，2．52，2．06，
1．82

，
2．06

，
2．72，3．02）に比べ

有意 に 低値 を示 した （P〈O．Ol）。ま た 生存群 で は

治療後1ヶ 月及び2ヶ 月 の CA125 対数平均値は根治

術先 行例 （2 、65 ，2 ．167 ）は 術 前 化 学 療 法 例

（1，74，1，26 ）に比 べ 有 意 に低 値 を 示 し た （P く

O．02）。　
一
方死 亡 例で の CA ｝25対数平均値はす べ

て の 時期 に お い て 根治術 先行例 と 術前化学療法 例

との 間 に有意差 を認 め な か っ た。

L結 論 ICA125測 定 値 の 常 用 対 数 化 に よ り臨床的予

後 を推察する 上 で 有用 で ある こ とが示唆 された。
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